
柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会予備会議・会議録 

 

 １ 日   時 平成１５年４月１８日（金） 

 １ 場   所 柏崎市市民プラザ・風の部屋 

 １ 出 席 委 員 浅賀・新野・加藤・川口・小山・佐藤・柴野・高橋・武本・田辺 

内藤・中沢・中村・本間・牧・丸山・宮崎・吉田・渡辺（五） 

渡辺（丈）・渡辺（洋）     以上２１名 

 １ 欠 席 委 員 阿部・今井・金子      以上 ３名 

  １ その他出席者 新潟県原子力資源・対策課熊倉係長、柏崎市品田市民生活部長、 

          西山町徳永まちづくり推進課長、刈羽村室星主査 

          柏崎市布施防災・原子力安全対策課長代理 

          柏崎市名塚防災・原子力安全対策課主任 

          柏崎原子力広報センター鴨下事務局長 

 １ 司   会  柏崎市酒井防災・原子力安全対策課長 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・１８時３０分開会・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

◎柏崎市防災原子力安全対策課長（酒井） 

御苦労さまでございます。私、柏崎市の防災原子力安全対策課長の酒井と申します。皆さ

んそれぞれお仕事をお持ちで、お忙しい中、お集まりをいただきましてありがとうございま

した。柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会予備会、変な会でございますけれ

ども、これまで３回準備会をやってまいりました。１２月１９日、１月２７日、２月１３日

ということでやってまいりましたけれども、きょうは議題にございますように役員さんを決

めていただいたり、次の日程を決めていただいたりということでやらせていただきたいと思

いますが、よろしくお願いしたいと思います。時間はおおむね２時間を予定させてもらって

おります。 

それから幾つかワイヤレスのマイクがいっておりますけれども、発言をされるときにはス

イッチを入れて、終わりましたら切ってということでお願いをしたいと思います。 

それでは今まで１５名の準備会の委員さんがいらしたわけですけれども、新たに新しい方

も仲間に入っていただきまして、２４名ということでございます。最初でもございますので

自己紹介ということで簡単にお名前などを紹介していただければと思っております。名簿の

並びがこちらからアイウエオ順にずっと並んでおります。お手元に資料がいっておりますけ

れども、アイウエオ順に自己紹介をお願いできればと思っておりますので、よろしくお願い

致します。 

◎プルサーマルを考える柏崎刈羽市民ネットワーク（浅賀） 

プルサーマルを考える柏崎刈羽市民ネットワーク、通称市民ネットと呼んでおりますが、

そこで推薦されまして伺いました浅賀千穂と申します。住まいは鯨波です。いろいろ考える

ところはありますが、皆様のご意見を聞きながらいろいろお教えいただきたいと思いますし、

自分の持っている意見もきちんとお話できればと思っております。よろしくお願いいたしま

す。 

◎かしわざき男女共同参画プラン推進市民会議（新野） 

 名簿の三段目になりますが、新野良子と申します。かしわざき男女共同参画プラン推進市

民会議という長い名前の会からご推薦いただいたのですけれど、こちらはいろいろな考えや

ら、いろいろな方が男女共同参画というところだけがつながって集まっています会のために、

エネルギーに関することはそれそれご意見がばらばらなのです。そこでここの代表というわ

けにはいかないのですけれど、皆様のお仲間に入れていただいて、勉強させていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

◎西山町（加藤） 

 西山からまいりました加藤と申します。町の生き生きまちづくり推進課の方から話がござ

いまして、考えた末、出てみようと思いました。今、特別な考えを持っているわけではござ

いませんが、お話を伺いながら、また自分でも情報を集めながら言えることがありましたら

発言をしていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

◎柏崎エネルギーフォーラム（川口） 

 柏崎エネルギーフォーラムの川口と申します。今、柏崎エネルギーフォーラムの会長をや

っておりまして、住まいの方は松波町です。よろしくお願いいたします。 
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◎刈羽エネルギー懇談会（小山） 

 私は刈羽エネルギー懇談会の小山進と言います。準備会から出させてもらっております。

今後ともよろしくお願いいたします。 

◎柏崎原発反対地元三団体（佐藤） 

 柏崎原発反対地元三団体の佐藤と申します。よろしくお願いします。 

◎荒浜２１フォーラム（柴野） 

 荒浜２１フォーラムの柴野と申します。私どもの先輩が発電所ができると同時に、荒浜を

よくする会という会をつくりまして、その名前のとおり先輩の方々が来られたのですが、私

が会長になりまして、荒浜２１フォーラムということで名前を変えまして、現在２１世紀の

荒浜をどうするかという大ぶろしきを広げて、今活動しているところでございます。ちなみ

に、地元の荒浜の住民の会員が９０名弱ということで、現在活躍しております。よろしくお

願いしたします。 

◎西山町（高橋） 

 西山町の方から推薦していただきました高橋と申します。よろしくお願いします。 

◎原発反対刈羽村を守る会（武本） 

 原発反対刈羽村を守る会から推薦されました武本と言います。よろしくお願いします。 

◎柏崎ニューエネルギーリサーチ（田辺） 

 風力発電や生ごみリサイクルをやっております柏崎ニューエネルギーリサーチの田辺と申

します。よろしくお願いします。 

◎柏崎商工会議所（内藤） 

 柏崎商工会議所の専務理事をやっております内藤でございます。最初の準備会から３回出

席をさせていただきました。 

◎原発問題を考える刈羽西山住民の会（中沢） 

 原発問題を考える刈羽西山住民の会の中沢と申します。刈羽村に住んでおります。私も原

発問題についてはまだまだ勉強不足なので、皆様からいろいろ教えていただいたりして、こ

れについて考えていきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

◎国際ソロプチミスト柏崎（中村） 

 国際ソロプチミスト柏崎の中村節子でございます。女性だけのクラブで、奉仕団体でござ

います。いろいろ勉強させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

◎プルサーマルを考える医師歯科医師の会（本間） 

 プルサーマルを考える医師歯科医師の会をやっております本間と言います。市内の医師と

歯科医師でプルサーマルの問題について考えるということでグループをつくっておりますけ

れども、誤解ないと思いますけれども、医師会と柏崎の歯科医師会とは全く別になっており

ますということです。よろしくお願いします。 

◎西山町（牧） 

 今回から加えさせていただきました西山町の牧豊と申します。私が今住んでいるところは、

西山のインターを出て２、３分のところ、原発から５．７キロと測定させていただきました。

６０歳まで地元不在にしておりましたが、戻ってきて原発とどうしても向き合わなければい

けない、ここにいる限りこれと向き合っていかなくてはいけないというような思いを持って

いるところが町に聞こえたようでして、指名をいただいた次第です。よろしくお願い申しま
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す。 

◎刈羽村商工会（丸山） 

 刈羽村商工会から推薦を受けました丸山将孝でございます。よろしくお願いいたします。 

◎高浜地区町内会（吉田） 

 宮川町内会の吉田巌です。よろしくお願いいたします。 

◎連合柏崎地協（渡辺五四六） 

連合柏崎地協の渡辺と申します。よろしくお願いします。 

◎西山町（渡辺丈夫） 

 西山町から推薦を受けました渡辺丈夫です。私は西山町の南部地区に住まいしておりまし

て、東京電力さんとは西山町の中では一番近い位置におります。どうぞよろしくお願い申し

ます。 

◎荒浜地区町内会（渡辺洋一） 

 東京電力に最も隣接する荒浜地域から寄せていただきました。皆さんのお考えをお伺いし

ていきたいと思っています。よろしくひとつ。 

◎柏崎市防災原子力安全対策課長（酒井） 

どうもありがとうございました。続きましてオブザーバーということで、こちらも自己紹

介ということでしていただきたいと思います。 

◎市民生活部部長（品田） 

お手元に会則をお配りしてありますけれども、この３条によりますと、行政は一応オブザ

ーバー、もしくは説明者ということでございます。私は柏崎市の原子力発電所を所管をして

おります市民生活部の部長をしております品田と申します。よろしくお願いいたします。 

◎柏崎原子力広報センター事務局（鴨下） 

このたび、地域の会事務局をお引き受けすることになりました柏崎原子力広報センター事

務局の鴨下でございます。皆様委員の方々とのコミュニケーションを第一に考えて、事務局

を務めさせていただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

◎新潟県原子力安全資源対策課安全対策係長（熊倉） 

 新潟県原子力安全資源対策課安全対策係長をやっております熊倉です。よろしくお願いい

たします。 

◎刈羽村企画広報課（室星） 

 刈羽村企画広報課室星と申します。本来であれば、きょう、課長が来る予定でございまし

たが、急用ができましたので本日は代理で出席させていただきました。よろしくお願いいた

します。 

◎柏崎市の防災原子力安全対策課課長代理（布施） 

 柏崎市の防災原子力安全対策課、原子力の安全対策を担当しております布施でございます。

よろしくお願いいたします。 

◎柏崎市の防災原子力安全対策課主任（名塚） 

 同じく柏崎市の防災原子力安全対策課名塚と申します。よろしくお願いいたします。 

◎西山町まちづくり推進課長（徳永） 

 西山町のまちづくり推進課の徳永と言います。よろしくお願いしたいと思います。 

◎東京電力（菅沼） 
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東京電力柏崎刈羽原子力発電所広報部地域担当をしております菅沼と申します。皆様には

大変ご迷惑をおかけしておりますが、会の活動の趣旨に沿いまして東京電力としてできるこ

とを一生懸命やってまいりたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

◎柏崎市防災原子力安全対策課長（酒井） 

以上で委員の皆様、オブザーバーの自己紹介を終わらせていただきます。委員の皆様で、

きょうご欠席ということで連絡をいただいておりますのが、ＪＣの阿部さん、コミュニティ

協議会の金子さん、それからＪＡの今井さんの３人の方からは欠席というご連絡をいただい

ております。まだお１人お見えになっておりませんけれども、会を始めさせていただきたい

と思います。 

それでは、会の趣旨確認ということで、部長の方からお願いします。 

◎市民生活部長（品田） 

事前にこれ（資料）をお配りをさせていただきました。準備会を、先ほど進行の方から話

がありましたように、３回ほど旧年度中、２月までに終わらせて、何とか設立にこぎつけた

というところでありますけれども、そのときのメンバーの皆さんは議論のやりとりは十分ご

承知だというふうに思います。それ以外に新たにこの会にメンバーとしてお入りをいただき

ましたその他の方々、これ（議事録等資料）を委員をお願いする際にお配りをしてお目通し

をいただいているものというふうに理解をいたしておりますけれども、時間の都合もありま

すので簡単に基本的な認識といいますか、ご理解をもう一度させていただきたいということ

で、この会則に従いまして、少し説明をさせていただきたいというふうに思っております。 

会則１条にはごらんをいただくように、この会の目的が書いてあるわけであります。字の

とおりでございますけれども、平たく言いますと、今回のような不正事件の再発をしないよ

うに、この地域の住民の皆さんの各層の目で確認、監視をしていただいて、原発の安全を確

保するということを目的として掲げておるわけでございます。したがいましていろいろな意

見を言っていただきまして、一方的に、推進するとか、ブレーキをかけるとか、そういうこ

との目的ではないということが確認をされておりますし、またそうした権限を持つ会ではな

いということでもございますので、まずこの点をご理解を共通にしておきたいというふうに

思っております。 

委員は２５人ということで、現実には２４名でございます。１人欠員ということでござい

ますけれども、ちょっと人選に手間取っているということも一つございまして、２４人でス

タートさせていただきたいというふうに思っております。 

オブザーバーは私ども行政、それから事業者等ということで予定をさせてもらっておりま

す。私どもの方で十分説明なりをさせていただく。意見交換のときに我々としても求められ

れば意見を申し上げる場面もあろうかと思います。 

それでは何をするのだということでありますけれども、これが４条から６条ぐらいまでに

項目として掲げてあります。これも会則を一々読みませんけれども、先ほどの目的を達成す

るために必要な、平たく言いますと意見交換とか、提言とか、それから情報共有の場である

－あるいは必要な研修も行なうというようなことであります。 

それから特に第５条なのですけれども、お互いに自分の意見は十分言っていただいて結構

であります。委員はお互いの意見を尊重しながら、かつ自分の意見には責任を持つ発言をし

ていただくということであります。例えば、今、原子力発電所とまっておりますけれど、そ
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の運転の是非とか、止めるとか、動かせとかという権限とか責任というのは、この会にはや

やそぐわないというふうに思っております。いろいろな意見を言うお考えとか立場とか、あ

るいは大変失礼な言い方かもしれませんけれども、原発等に対する知識の認識にも差がある

という集まりだというふうに理解をしておりますので、そこまで権限や責任を負わせること

は適当でないというようなことで、合意がされたということであります。ただし、安全確保

についての提言とかは会としてはできる。事業者等は、その意見、提言を十分尊重するよう

なことは当然前提でありますし、聞かれたことには情報開示、説明等は十分していくという

のは、これはこの会の成り立ちから当然のことであるというふうに理解をしております。 

そういうことでこの会は設けられたということを、ご認識をまた新たにしていただきまし

て、この会がスムーズに行くように、ぜひご協力をお願いをしたいと思います。 

◎柏崎市防災原子力安全対策課長（酒井） 

 続きまして、議題の５、今後の会の進め方でございますけれども、本来であれば会長さん、

副会長さんを選任をして、会長さんの方から議長ということでございますけれども、まだそ

こまで決まっておりません。きょう、しばらくの間、部長の方から進行をさせていただくと

いうことで、よろしいでございましょうか。 

◎市民生活部長（品田） 

 それでは仮の進行役ということで今日は進めさせていただきたいと思います。申しわけご

ざいません、座らせていただきたいと思います。 

 きょうの会の趣旨は、予備会議ということで、ほんちゃんではないということであります。

第１回目を近々といいますか、実は３月末にも発足をしたいというふうに最後の準備会の時

に申していたわけでございますけれども、いろいろな事情もございまして、きょうまで延び

延びになってしまいました。きょうもレジュメに書いてありますように、幾つかの会を運営

する上で必要な事項を定めたいということであります。一般的には事務局が整理をしまして、

これでいくということで第１回目の案内ということで、差し上げるということも可能性とし

てあるわけでございますけれども、ポイントになることは幾つかありまして、それは皆さん

でご議論いただいて決めて、第１回目に移りたいというふうに考えております。というと、

格好はいいわけですけれども、要するに事務局でまとめきれなかった部分があるというのが

正直なところもありますので、ぜひまた皆さんのご意見を伺って、第１回の定例会の発足に

こぎつけたいというふうに思っております。大変そういう意味で貴重な時間を、ご多忙の、

それぞれの皆さんお集まりいただいて、ばかにしたようで恐縮なのですけれども、ぜひあし

からずご理解をいただきたいと思います。 

 それで５の（１）でありますけれども、会長等の選出ということになっております。まず

会長を規約では設けるということになっております。８条、９条にそのことが書いてあるわ

けであります。会を代表するということでありますし、あわせてこの会の議事進行をつかさ

どる議長を兼ねるということになっております。実はこの人選に非常に頭を悩ませたという

のが現状であります。そのことだけではないのですけれども、例の保安院とか、東京電力の

説明会等もあって、そちらの方にも事業者さん始め、忙殺されていたという経過もあります

けれども、この議長の人選に実は大変私どもとして神経を使いました。それが３回目の準備

会から今日まで時間があったという大きな理由の一つでもあります。 

今ほど申しましたように、まず会長、副会長を定めたいというふうに思っております。会
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長が議長を務めるという書き方になっておりますが、そういうことと、特例としまして会長

の指示があれば、その指名したものが、つまり会長以外のものでも議事の進行役にはなれる

というような規定もされているところであります。私どもとしましては、かなり進行してい

ただくには骨が折れるなというふうに考えておりまして、例えば前の準備会でも出ましたよ

うに、持ち回りでどうだという意見もありましたし、例えば２人で議長を務めていただくと

いうようなこととか、いろいろ考えていたわけでありますけれども、そこらも含めてちょっ

とお諮りをさせていただきたいというふうに思っています。 

 一応、事務局としての案は持っております。差し支えなければお示しをした上で、それを

たたき台にして、またお諮りをさせていただくことも可能ではありますけれども、いかがで

ございましょうか、そういうふうにさせていただくということでよろしいですか。 

◎柏崎商工会議所（内藤） 

 ちょっと事務局が先走りすぎるような気がするものだから、意見を言わせてもらいたいの

ですが、いいですか。 

 事務局が決めているのだから勝手なことはするなというのならしないし、いいですか。 

 この前の第３回のときも１５人の方がいらっしゃって、私も発言した覚えがあるのだけれ

ど、この会はほかの趣味の会とは違うので、みんなの認識が議長役が大変な負担をこうむる

ということをみんなそういう認識をされているはずだったのです。私もそう思いましたし、

１５人の方々もそうだったのだなというふうに、そしてああでもない、こうでもない、こう

いう人をどうだということで、なかなか論が乾かないで、先送りしたわけだったわけです。

きょう、事務局、具体的な名前をお持ちだろうと今部長の説明から推察はできるけれど、具

体的な名前が出たら、これは反対なんかできませんよ。その人に対して失礼ですから、だか

ら名前の出ない前に言わせてもらいたいのだけれど、会則に書いてあると言っても、こんな

ものは憲法でも何でもないのだから、この会のみんなが変更しようと思えばいつでも変更で

きる。準備会で確認してあるから、これでいこうということになっているのであって、会長

がいなければこの会が進まないのかどうなのか、あるに越したことはないけれど、非常に人

選が難しいという部長自身も今まで言っていられたはずだし、そういう中で無理やり決めて、

会長と議長は違うのだという、会で会長を決めたら会長が議長をするのが当たり前のことな

のです。それができないような会長ならなぜ決めなければならないのか。いろいろこうやっ

て見ると相当矛盾が出てくるのです。 

したがって、私の言いたいのは、何もここで拙速に、きょうも初めて２５人の顔合わせを

して、どういうお考えで、特に原子力発電所という問題についてそれぞれみんながどういう

考えを持っているのか、どういう立場なのか、自己紹介ぐらいではわからないわけです。だ

から、例えば２回とか、３回とかやっていって、それぞれの委員の方々の、会員の方々の気

持ちがわかってきたり、またいろいろな話し合いをする過程で、マル・バツの全く正反対の

考えの方もいるかと思いますけれども、そういう回を重ねることによって、根本は譲らない

にしても気持ちの上では同じ市民だからという意識が、回を重ねるにしたがって私は芽生え

てくると思うのです。だからそのときまで待ったらどうかなと。永遠にということはなくて、

２回とか、３回とか、４回とか、それぐらい回を重ねたときに初めて、みんなの中からだれ

か代表になって大変だろうけれどもお願いしますよと。そういう空気に私はなると思います

ので、その辺までとっておいて、もっと気持ちが練れてからお互いの気持ちがわかるように
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なってから、選んだっていいと思います。そうなったら原発に賛成だとか、反対とか、余り

そういうことにこだわらなくなるのではないかなと、私は気持ちがしますので、そこの時に

改めて決めればいいのであって、ただ議長役がいなくなるわけでありますので、これは困り

ますから、この前も３回目の会合のときにも私が発言したとおり、ここで言えば品田部長あ

なたから、それまでの間、そう長くはならないと思うけれど、議長役を務めてもらって、そ

してみんなの気持ちをほぐすような役割をあなたからやってもらって、そしてそういう時期

がきたら、あなたがお考えになっている、事務局案あるのであればそのときに出していただ

いて、多分そうなれば、どなたを腹案かわかりませんけれど、立派なきっと人選だと思いま

すから、そのときにみんなで全員の拍手でなっていただく方が私はいいのかなと。今、だれ

がどんな考えを持っているのか、それぞれわかりません。私も一部の方しかわかりませんし、

そういう中で選ぶのは乱暴だし、その人に対しても大変ご迷惑な話だと私は思います。以上

です。 

◎市民生活部長（品田） 

 というご意見でございます。２４人それぞれ各分野で活躍をされていらっしゃる方なので、

どなたがなられても私どもは問題なく運営はしていただけるというふうに思いますけれども、

そういうことでやや拙速にいくなと、しばらくは様子をみて、その間は行政なら行政がやれ

と、進行役を務めてその後に熟したらというのが内藤委員のご意見でございました。私ども、

これは通例の会議ではありませんので、事務局案ということで持っておりますけれども、皆

さん今のご意見も含めまして、十分ご審議といいますか、お考えをお聞かせいただければあ

りがたいと思います。 

◎柏崎エネルギーフォーラム（川口） 

 私もこの会に今日、初めて出させてもらったので、正直な話、どなたがどういう考え方で

出席しているのかもわかりませんし、今、内藤委員がおっしゃったように、しばらく、書い

てある以上は会長は必要なわけですから、会長は設けるのは当たり前なのですけれども、や

っぱり何回か会議をやった後に内藤さんの言うように決めて、それまでは事務局の方で議長

を務めていただいた方がいいというので、内藤委員の意見に賛成です。 

◎市民生活部長（品田） 

意見交換をするこういう場のしつらいが月１回程度ということで定められていますので、

こういう場で、それこそ例えば今お話があったように、私なら私がということであれば、こ

ういう場そのものは設営はできるというふうに思いますけれども、内藤委員は拙速というふ

うにおっしゃいましたが、会の親方というのは設けておいた方がいいなというふうには、個

人的には感じております。 

 どうですか。 

◎西山町（高橋） 

 私も内藤さんが言われたように、全く趣味の会とか考え方を一つに、みんな同じ意見を持

っている人の会ではないわけです。こういうふうに品田部長が皆さんに問いかけしても、な

かなか手を挙げて発言するという人がいないわけでしょう。だから、どうしても会長、副会

長を決めなければだめだったら、その必要のときに決めればいいではないですか。とりあえ

ず今決めなくても会の運営はやっていけるわけでしょう。 

 だから、こういう今日みたいな会議の中で、いろいろ皆さんから意見が出て、会の意見と
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して例えば事業所に提言するのだったら提言する。そういう形式をとっても決しておかしく

はないと思うのです。始めから会長、副会長を決めて、その会長の名前を書いて、書類で提

出するとか、そういうことではなくて。ということで。 

◎市民生活部長（品田） 

 １回目もそうだったのですけれども、慣れてくるとだんだん舌も滑らかになってきて、も

っとしゃべらせろというようなことになってくれるというふうに思っていますので、ちょっ

と初回で皆さんも発言が出にくいのかなというふうに思っています。 

今、ご発言があった３、４名の方はもうちょっと先でいいのではないかというご意見であ

りました。事務局案をごり押しするのもいかがかというふうに思いますので、ほかにご意見

がなければちょっと持ち帰りたいというふうに思っています。今ここで、私の方で断定的に、

ご意見がありましたように、私とか行政がやるということはちょっと即答は避けさせていた

だきたいと思いますが、それでよろしいですか。特に意見がなければそうさせてもらいます。 

 内藤さん、今、ここでお前受けれということでなくてもよろしいですか。今日は進行いた

しますが、皆さん十分どなたでもできると思いますよ。 

◎柏崎商工会議所（内藤） 

 品田さんが云われたとおり、大変だと思います。取りまとめ役として会長が議長をやると

いうことなのだから、それをあなたは会長はあらかじめ議長を自分で別の人に指名してなん

て、それだったら別に会長なんか始めからいらないので、きちっとした会長をつくるのであ

れば、その会長が議長をきちっとやればいいのであって、やらなければならないのであるの

だけど。だから、もうしばらくこの会が重なるとどなたでもいいという雰囲気になるのだろ

うと私は思います。私はそういうふうに思っています。 

◎市民生活部長（品田） 

 ということで、きょうの皆さんのご意見がそうだということで理解をさせていただきます。

よろしいでしょうか。 

 申しわけありませんが、会長の人選についてはまた持ち越しということになります。そう

はいいましても、日程の都合もありますので、次回までにはどうするかというのはちょっと

皆さんの方では、事務局といいますか、こちらの方で今後も、しばらくといいますか、２、

３回はやってくれということだということですので、とりあえず承って持ち帰らせていただ

きたいというふうに思っております。 

 それから、実は会長が決まりましたら形式的だったのかもしれませんが、この（２）で広

報の仕方というあたりを決めていただこうかなというふうに思っていたのですけれども、こ

れは別に会長がいなくても、事務局サイドでできます。また、ですけど会として広報をする

ということになりますので、これは少し形を決めておきたいなというふうに思っております。

ここに用意しましたように、①から③あたり、①は会議録はこういう会合をやるたびにつく

って、お知らせをするということが当然であります。それから情報誌も定期的に出してはい

かがかというふうに思いますし、ホームページも作製をして、広報しようというふうに考え

ておりますので、これについてどんなところを頭に事務局として案があるのかというのを若

干ご説明をさせていただきたい。それから③には、一応事務局がつくって、ばっと流すので

はなくて、委員の皆さんからチェックをかけていただくというとあれですが、公平の目で複

数の方に見ていただいた後に出したいというふうに思っておりますので、そこらを、事務局
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の方から説明をさせていただきます。この③のレジュメ、広報委員会の設置と。後ろの今後

のテーマについては誤植ですので、削ってください。 

◎柏崎市（名塚） 

 座って説明させていただきます。地域の会の第４条の任務のところで３号で、会の議論、

活動等の住民への情報提供ということがございまして、地域住民に情報提供することは地域

住民の理解を助けると共に、そうした活動によりまして、地域住民の皆さんから支持を得て、

会の存在意義を高めることにもつながるということで、そういう意味で広報は重要な役目を

担っているのはないかと思います。 

 まずそのうちの一つとしまして会議録がございます。会議録につきましては、準備会でご

出席なさった方はご承知かと思いますけれども、あと新しい方にもお手元に準備の会の議事

録がいっているかと思いますけれども、この会で発言した内容につきましては、きちんと録

音をさせていただいております。この会議内容の録音したものを業者の方に送りまして、テ

ープ起こしをさせていただきまして、一言一句をきちんと記録として残させていただくよう

になっております。大体テープ起こしの方が１週間ぐらいで完成しまして、これをまた事務

局の方で発言者のお名前等を入れて、初原稿が一応完成しましたあとに、発言内容について

誤りがないか、一応皆さんからチェックをしていただいたあと、最終的に確認をしていただ

くようになります。チェックが終わりましたら、なるべく早く会議の内容を市民、一般の皆

さんにお知らせした方がいいということで、ホームページに掲載をさせていただきたいと思

っております。この際は、当日お配りしました資料なんかも一緒に公開させていただきたい

と思っております。 

 またあとでホームページのところで詳しくご説明させていただきますけれども、形としま

してはＰＤＦ形式という、無料でソフトをダウンロードすればだれでもパソコンのインター

ネットをお使いの方ですと自由に閲覧ができるというようなソフトでございまして、例えば

ワードがなければ見れないとか、一太郎がなければ見れないとか、そういうのではなくて、

一般的に見れるような形で公開したいと思っております。 

 それから会議録につきましては、発言者のお名前を入れさせていただくことになっており

ます。 

 続きまして情報誌でございますけれども、こちらで考えておりますのは、予算的には１年

間に６回ぐらい情報誌といいますか、広報誌を発行したいと考えております。ボリューム的

にはＡ４版のカラーの１２ページぐらいということで、今の原子力広報センターの方から原

子力だよりということで定期的に発行させていただいておりますけれども、その程度のボリ

ュームになるかと思います。したがいまして、定例の会議は年に１２回行われる予定になっ

ておりますけれども、２カ月に１度ぐらいの割合で発行になるのかというふうに今考えてお

ります。内容的には、なるべくわかりやすく、市民の皆さんにお知らせしたいということで、

文字も大きなもので、読みやすい、わかりやすいもの、写真とか図を多く取り入れて親しみ

やすいものにしたいと考えております。内容につきましては、基本的には会議録をもとにし

まして、事務局の方でそれにあわせまして編集をさせていただきたいと思っております。案

ができ上がった段階で、後ほど説明させていただきます広報委員会の方で検討、チェックを

お願いしたいと思っております。この広報誌につきましては、配布につきましては柏崎市、

刈羽村、西山の各戸配布をしたいと考えております。各行政で広報誌を定期的に配布をして
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いると思いますけれども、それにあわせて配布をしたいと考えております。 

 それから発行すると同時に、今の原子力だよりも同様ですけれども、ホームページで同じ

内容を掲載したいというふうに考えております。あと、また少し余計につくりまして、多く

の方が集まるような場所において、自由に取っていただくような形も考えております。 

 それからホームページにつきましてですが、これにつきましてはお手元に素案といいます

か、表がカラーであと中の方に白黒で、お手元に資料ということでお配りしてありますけれ

ども、これにつきましては申しわけございませんけれども、中身につきましては準備会の時

点の素案でございまして、今の状況を反映し切れていないところがございますので、表現等

が少し不適切なものがございますけれども、ご容赦願いたいと思います。正式に開設するに

当たりまして、後ほど説明いたします広報委員会におきましてまた検討とかチェックとかを

お願いしたいというふうに考えております。 

 このもとにつきましては業者に委託をしまして、作成したものでございます。これをもと

にしまして、事務局でできれば更新をしていきたいと考えておりますけれども、場合によっ

ては更新についても業者に委託することも考えております。更新につきましては、会議の予

定が決まったらすぐに載せるとか、会議の結果が、先ほど議事録等できましたら、できるだ

けタイムリーに掲載していきたいというふうに考えております。 

 お手元の資料をごらんいただきたいと思いますけれども、表のところがトップページとい

うことで、ここが一番最初の顔みたいなところです。ここで新着情報とか右側の方でお知ら

せとかということで、最近の状況、すぐにお知らせしたいことを載せさせていただきまして、

左の方の地域の会とか、活動状況、会議報告、広報誌紹介、お知らせ、ご意見、お問い合わ

せ、リンクというところで、個々の内容を詳しく説明するようになっております。 

 この中で特に、ご意見、お問い合わせということで、この真ん中辺のところにめくってい

ただきますと、ご意見、お問い合わせのフォームがありますけれども、特に一般市民の方か

らご意見をお寄せいただく場合は、特にお名前とか住所とか、電話番号、匿名の投稿、お問

い合わせみたいなものではなくて、きちんとしたこういう形でご意見、お問い合わせをいた

だきたいというふうに考えております。ご意見、お問い合わせにつきましては、また会の委

員の皆さんにお知らせするとともに、これに対する回答等もきちんと行いたいというふうに

考えております。それからホームページの方には、タイムリーに載せられるということが一

つ利点がありますけれども、詳しい情報も載せられるということで、議事録なんかもボリュ

ームは結構多くなると思いますけれども、議事録や資料もきちんとそのまま載せることがで

きるというふうに考えております。以上でございます。 

◎市民生活部長（品田） 

 ありがとうございました。ここで切らせてもらって、資料を配るのを忘れておりまして申

しわけありません。あとから追いかけまして、会議録、情報誌、ホームページの説明をさせ

ていただきましたが、要するにそこに書いてある、今の発言の内容はそれでございます。と

いうようなことを、きちんとどなたがどういう発言をしたかというのも含めまして、会議録

は出したいということであります。情報誌も２カ月に１度程度出したい。ホームページはタ

イムリーにやっていきたいということでございます。これは事務局の方で対応をさせていた

だこうというふうに思っております。 

 ということで、ここまで何かご質問、ご意見はありますか。 
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 もう一つ広報委員ということで、少し今の広報誌とか、情報誌とか、ホームページをつく

れとか、原稿を書いてくれとかというところではありませんけれども、要するに会議録が正

しいかとか、偏りすぎているのではないかというようなことを、この皆さんの中で、目線で

見ていただきたいということで、広報委員を設けて、やっていただければありがたいと思っ

ております。これは、私らが考えておりますのは、そういう仕事をしてもらうということで、

この委員の皆さんが１年交代とかあるいは場合によって全員で持ち回りで、２カ月に１度ず

つそれをやるというようなことでもいいのかなというふうに思っておりますけれども、当面

そういった出すもののチェックをする広報委員みたいなものを設けた方がいいのではないか

と、より客観的な情報提供ができるのではないかというふうに思っておりますけれども、そ

んなものは必要ないのだと、事務局に一任だということであれば、またそれも一つでありま

すので、我々はあった方がいいなというふうに思っております。ちょっとそこら辺のご意見

を伺えればありがたいと思います。 

◎原発反対刈羽村を守る会（武本） 

 私は必要だと思います。それからその理由を言いますが、このカラーのやつを見て、説明

では事務局が外注したために不適切なという話が半分見えるのですが、例えばこれがいつで

きたかみたいなことから、実は不信を持っておりまして、こういうところへ出る前に、それ

ぞれの立場、いろいろな立場があるわけですが、お互いにチェックする必要があるのだろう

と。一番大きな透明性を確保する地域の会というのが直っていながら、上のボールペンで消

した安全性が残っていたり、４月１日のところが直っていなかったりみたいなことがありま

して、これが不適切だということだというふうに理解はしますが、何か表に出る前にそうい

うチェックは必要なのだろうと。そしてお互いに責任を持たなければならないだろうと思い

ますので、今言う、広報委員というのはそれぞれの立場を代表するような形で、持ち回りも

含めて、あって、そこが一定の責任を持つということは必要だと思います。よって、そうい

う組織にしてもらいたいと思います。 

◎市民生活部長（品田） 

 ありがとうございました。誤解はないと思いますけれども、これはダミーですので、そう

いう目でごらんいただきたいと思います。 

 という意見でございますが、ほかには。 

 ある意味ではかなりシビアに見てもらわなければならないだろうと思いますし、そうかと

いって、それが余り負担になって、一晩も二晩も徹夜しなければならないというようなこと

でも困るのですが、多分そういうことにはならないと思います。事務局、相当しっかりやる

つもりでおりますので、今言ったように、ちょっとしたうっかりもありますし、さっき言い

ましたように、プライバシーの問題とか、そういったものがあるようなところが我々で気づ

かない部分を少し多い目で見ていただければありがたいと思っておりますので、いかがでし

ょうか、設けさせていただきたい、それぞれでまた分担をしてチェックをかけて、皆さんに

負担にならないようにまた割振るといいますか、させていただこうと思っておりますので、

これはご理解いただきたいなというふうにぜひ思うのですが、いかがでしょうか。よろしい

ですか。 

◎委員全員 

けっこうです。 
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◎市民生活部長（品田） 

 ありがとうございます。 

 人選については、特に皆さんの方からご提案があれば承りますが、なければ私どもの方で

なるべく平等にいくように、かつまたこういうと言い方も難しいのですが、一方に偏しない

ようにといいますか、行政用語でいいますと、そういうふうに５人ぐらいを少し選ばせてい

ただいて、１年単位で、この中から５人選ばせていただいて、それを全員が全部１回ごとに

５人が集まるとか、見るのではなくて、そのうち３人ずつ持ち回りで５人の中で１年間回し

ていくと。やってみて、とても大変だということであれば半年でまた変えるとか、そういう

５人を選んで、その中の３人が今回の広報はその３人が見る。次の広報は４番、５番の人と

１番の人がまた見る。これをサイクルでやるというあたりを考えております。あるいはもっ

と単純に持ち回りで３カ月、６カ月目、９カ月目ということでいいのですが、そこらは特に

意見がなければ、私どもの方で割振りをさせていただきますが、ご了解いただけますでしょ

うか。 

 よろしいですか。申しわけありません。そのかわり、まだ実は人選はしておりませんけれ

ども、当たりましたら絶対俺はいやだということのないように、ぜひお願いをしたいと思い

ます。責任分担ということで、ぜひご理解をいただきたいと思います。 

 それから３番なのですが、今後のテーマの進め方ということで、４番ともちょっと絡まっ

てくるのですが、次の会議ですけれども、予備会議はこれで十分だと思います。第１回の定

例会、発会式ですね、初回をやらせていただきたいということで、日程もお諮りをしなけれ

ばなりませんし、どういうことを第１回にやるのだということなのですが、これも大変お役

所的だとしかられるかもしれませんが、やはり第１回でありますので、各市町村長は出てい

ただきたいというふうに思っておりますし、うちの市長もぜひ行ってごあいさつをしたいと

いうふうに申しております。そういったこともありますので、言葉は悪いですけれども、発

会の儀式というのがあるのかなという感じがします。それだけではいかがなものかというふ

うに思いますので、何か話題について、意見交換する、ご議論をするという場も当然しつら

えたいというふうに思っております。 

そうはいいながら、実は先ほどから皆さんのご意見もありましたように、私もこの原発の

専門家ではないわけなのですけれども、原子力発電所というものに対するご理解がなかなか

同じレベルに達しているとはいいがたいという問題があると思うのです。大変失礼な言い方

だと思うのですけれども、そういう意味では皆さんの方からご要請があれば、若干の研修カ

リキュラム的なものも用意をし、例えば次回はそこらのことから入るということも可能は可

能であります。そういうことも場面によっては必要なのかなと。それから今後最初の、例え

ば第１回、第２回を集中的に研修をするとか、そういうことではなくて、またやりながら合

間に研修とか現地を見ていただくご要望があれば、そういったものも取り混ぜながらという

ふうに思っておりますけれども、とりあえず次回、どういった内容にすればいいかというの

は正直具体的なテーマ、これとこれとこれがありますねというのは、事務局として特にきょ

うお示しするものはございません。ということで、準備会でも次回のテーマは、次は何をす

るというのは少し議論して、みんなで決めようではないのという話になっておりますので、

丸投げのような格好で、大変はずかしいのですけども、今言ったそういう日程とか、第１回

の意味合いとかというのも含め、あわせて少し目線をそろえる必要があるのかなというよう
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なこともあって、ちょっといろいろなお考えがあると思いますけれども、ご意見をいただき

たいなと思います。 

◎柏崎商工会議所（内藤） 

 部長の説明が回りくどいというか、奥歯に物が挟まっているようなふうに感じるのだけど、

原子力発電所に対する、私もそんなに人様に言えるほど立派な勉強なんかしていないのだけ

れど、何回か発電所の中にも入れてもらったりしているけど、通り一遍の、ごく一般的な目

でしか見ていなかったのですけれど、今回こういう東電の不正事件等も出てきたものだから、

もうちょっと今まで真剣ではなかったというわけではないのだけど、もうちょっとしっかり

もう一度見てみたいなという気がするもので、できればこの会の会員の方々と一緒に、まず

現場をきちっと見て、いろいろなお考えがあると思うから、見た結果いろいろな感想も出る

と思うし、そういう所感も出てくると思いますので、まず現場をみんなで、一人一人が勝手

に行くよりも、できれば全員が一緒にというわけに行くかどうかわかりませんけれど、日程

を２つぐらいに分けてもいいのですけれど、みんなで現物を見ることから、それが第一回に

なるのか、その事前になるのかわかりませんけれど、まずそこでそれこそ目線をそろえるみ

たいなことをきちっとやってから、第１回に入っていく。次の回に入っていくということが

私は大事ではないかなと思っております。みんなで一度見学して、こういう体制で、なぜそ

んな不正が起きたみたいなことを、そういうイメージを持つ方もいると思うし、いろいろな

見方があると思いますけれども、それはそれでいいと思いますが、とにかく現場をみんなで

見ることが私は大事かなというふうに思いますので、そういうものを取り入れて、初回にで

きるだけ早いうちに取り入れていただきたいと思います。 

◎柏崎刈羽原発を考える地域連絡センター（宮崎） 

連絡センターの宮崎と言います。おそくなりまして申しわけありません。 

テーマの件なのですが、私としてはこの地域の会議が早く発足して、市民が言いたかった

ことを、みんなここで早く出したいという気がしていました。今、運転再開のことが話題に

なっていますので、私としては何をこの地域で問題にしたいのか、運転再開に当たっては安

全性という問題について何が問題なのかということを早く浮き彫りにして、それぞれ行政と

か、事業者に聞いていきたい、あるいは言っていきたい、それこそ提言したいことが待って

いるのではないかと思います。 

それで私の提案としては、各参加者、委員の皆さんからこのたびのこの再開に当たって、

安全性の問題、心配しておられる提言なるものをそれぞれが出していただいて、それをだれ

が整理するかというのはちょっと問題ですが、今考えているのは事務局で整理していただい

てそれをまた出していただく。それをこの皆さんに公開した中で、順番をつけるなり、選ぶ

なりして、早急にそれぞれの提言に対して、皆さんがそれぞれまたどういうふうに考えてい

るかということをどんどん出すようにしていただきたい。そういうことが、また急がれてい

る運転再開という問題について、慎重な私たちの会の取り組みにもなるのではないかという

ように思っていますので、早急に各委員さんがどういう提言をしたいと思っておられるのか、

集めていただきたいというように思っていますが、いかがでしょうか。 

◎市民生活部長（品田） 

 今の確認をさせていただきますけれども、次回のときまで、例えばアンケートとは言いま

せんけれど、ご意見を再開に向けた安全性は大丈夫なのかというのを、そういう例えばテー
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マにして、皆さんの意見を集約をするなり、列記するなりして、それについて意見交換をし

ようというご発言ですか。というふうに理解していいわけですね。 

◎ 柏崎刈羽原発を考える地域連絡センター（宮崎） 

そうですね。 

◎市民生活部長（品田） 

 ただ、ご趣旨はわかるのですけれども、なかなか時期をいつにするかというのもあるので

すけれども、いろいろな意見はそこで当然出てくると思うので、それはそれなりに意義があ

るのかなという感じがしますけども、まとめるほうは大変だなという感じはしますね。 

私どもが心配していますのは、いきなりそうゆう風に入っていったときに、本当にかみ合

った議論といいますか、素朴な意見というと失礼ですけれども、初歩的な、例えばこの前東

電さんがやったように、４０何件の質問とか、ああいったたぐいのものが出てくるのだろう

と思うのですけれども、いろいろな内容の問題がありますけれども、そういったことを初回

からそれをやるのは、やや正直心配ではあります。 

 それでもいいのだということであれば、また皆さんの意見がそうであれば、また一つの意

見として尊重しますけれども、含めてご議論をいただければ……。 

◎柏崎刈羽原発を考える地域連絡センター（宮崎） 

 これは私の意見ですから。 

◎市民生活部長（品田） 

私が余りそれに対してコメントするのもいかがなものかということです。申しわけありま

せん。 

◎柏崎原発反対地元三団体（佐藤） 

 今、実は内藤さんがおっしゃったことも、それから宮崎さんがおっしゃったことも、実は

両方ともよくわかるのですが、それぞれちょっと問題があるのではないかと思うのです。と

いうのは、今まで現地を見にというのは、東京電力さんがとにかく安全だというのは、現場

へ来て見てもらうのが一番早いのだよということが、現場へ皆さんを入れて大勢の人に見せ

るということが従来の建前だったわけです。そこから行くと、まず現場というのが果たして

いいのかなというのが一つあるのと、もう一つは、宮崎さんが今おっしゃったように、いろ

いろな議論を早くしないと大変ではないかと。知事でさえ、保安院の説明は他人事のようだ

と言っているのに、そういう議論をしないでどうするのだというのも、それは気持ちとして

はわかるのですけれども、余り急いでそちら方の議論に入っていってしまうと、何か今後消

化不良を起こすのではないかという感じがするのです。どういうことかというと、一体再循

環ポンプというのはどんな役目を果たしているのか、シュラウドというのはどういう役目を

果たしているのか、あるいはＡＢＷＲとＢＷＲはどこが違うのかというような話が、実は共

通の認識としてあるのか、ないのか、私失礼な言い方なのかもしれませんけれども、そうい

う初歩的なものを、まずは一度みんなで勉強する。私はわからないわけではないけど、そう

いうものを一定程度のレベルまで上がって議論をするというようなグランドをつくるという

ことは必要だと思うから、そういう意味で研修というふうに書いてあるのですが、そういう

ようなことをまずやってもらうと。そしてそのことははずかしい質問をしようが何しようが、

きょうは大勢のマスコミの皆さんがいるが、そういう勉強会にはご遠慮願うということで、

ひとつ何も恥ずかしいことはないのだということで、少々わからないことは遠慮なく聞くと
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いうようなことをやらないと、なかなか共通の場での議論ができなくて、消化不良を起こす

場合も出てくるのではないかなという感じが、実はしているのです。 

ですから、まずは何よりもそういうことをやってほしいなと。その上にだんだん積み重ね

ていく議論、あるいは現場を見るということが必要だとすれば、現場を見るということだっ

て大切なことだと思うのです。例えば、再循環配管だとか、そういう関連する配管を100％

見るということが簡単に出てくるけれども、実のことを言うと、手さえ入らないようなもの

すごい放射線レベルの高いところで、しかも検査するのが大変だなどというところがあるの

だそうだと。そこを見せろということになるのかどうかわかりませんけれども、そういう話

になっていかないと積み重ねた議論にならないのではないかという感じがするものですから、

ちょっと申し上げさせてもらいました。 

◎市民生活部長（品田）  

 ありがとうございました。渡辺さん。 

◎西山町（渡辺丈夫） 

 先回も申し上げましたけれども、またこの新聞にもきちっと書いてありますが、再発防止

対策についてという中に、品質保証システムの改善を行いますとうたっています。そこで私

が知りたいのは、品質保証マニュアルが従来あったのだけれども、そこで見直しをしました

ということを言っておりますから、従来に比べて何が問題で、これを見直しましたと。ここ

のところを説明していただければ、システムについて多少わかってくるのではないかと思い

ます。 

また、そこには品質保証マニュアルですから責任と権限も必ず明記されていなければおか

しい話ですし、そういうことと、これはマニュアルについての話ですが、不適合管理委員会

の設置ということになりますと、新たに設置した様子に伺いますし、品質管理監査部の設置

というのもそのように見受けますが、従来あったのか、なかったのか、なかったためにそう

いうふうな見過ごしがあったり、あるいはルーズな対応でこういうふうな問題が起こったの

か、この辺きちっと東京電力さんでそういうふうな仕組みがあった、なかった、あるいはあ

ったけれどもこういうふうに見直さなければ、こういうふうな再発防止につながらないとい

うふうな部分が当然あったのだろうと思いますから、この辺のところを私は聞きたいと思っ

ています。 

◎市民生活部長（品田）  

 本間さん。 

◎プルサーマルを考える医師歯科医師の会（本間） 

 この原子力発電所の透明性を確保する地域の会というのが、生まれたいきさつは皆さんご

存じのとおり、東京電力の不祥事があって、それは非常に困ったことだということで、東京

電力さんがある種不祥事の解決手段の一つとして提案されたわけですよね。それでは東京電

力主体では話にならないだろうということでいろいろいきさつがあって、こういう形になっ

ているわけですけれども、ある種、東京電力が発電所の運転を再開するに当たって、市民に

対しての健全性の保障、透明性の保障をするための会であるわけです。その会がまだ準備会

の段階で、既に電力会社の方は運転再開に向けて話が出ているということに私は非常に、本

当にこの会を東京電力として尊重していく気があるのかどうかというところに、非常に大き

な疑問を持っているのですけれども、今幾つかご提案がありましたけれども、そういう中で
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運転再開が近いからどういう解決策がどうのこうのという話が出ていますけれども、そうで

はなくてもっと原点に返って、この会が生まれたきっかけである東電の一連の事故隠し、そ

ういうことは一体どういうことで行われて、そういうところから、一体どこで、どういうこ

とが行なわれて、今回のような数年にもわたるようなことが行われてきたのかということを

まずきちんと説明してもらって、そこからスタートしないと、東電の不祥事があって生まれ

た会が原子力発電所がより安全に運転されるようにということで集まっても、電力会社のペ

ースに合わせていっていたのではまずいと思うのです。ですから、要するに一番発端となっ

た問題について、きちんと説明をしていただいてから、また次のことを考えていった方がい

いのではないかと思うのですけど。 

◎市民生活部長（品田） 

 わかりました。ありがとうございました。 

ほかにございますか。武本さん。 

◎原発反対刈羽を守る会（武本） 

 私は３月１０日に保安院の中間報告が出ました。健全性評価委員会の中間報告が出てから、

３月末にかけて矢継ぎ早に説明会がありました。この説明会、次回の説明会も含めて、地域

がなるほどなというふうな段階にいっていないと、実は思っています。そういう中で、現状

認識ですが、１号から５号というのは私はしばらくは私は動かせられないと思っています。

しばらくというのは、今日、明日という話ではないという意味で、何カ月か時間的な余裕が

あると思います。しかし、６号それから７号については、私の立場からという前提で言いま

すが、不正事件の教訓も踏まえないで、今までどおりの検査で再開しようとしていると思う

のです。そういう中で、先ほど来の話のように、こういう会ができたわけです。何か保安院

も東京電力も３月にやったような説明会はもう考えていないような話が流れています。よく

わかりませんけども。そうなると、ああいう説明会をこれぐらいの規模で一定の回数を重ね

て議論を乾かす必要があるのではないかと。それが１回目かどうかは別ですし、あるいはこ

こでそういうものを設けようということを言うということでもいいのですけれども、透明性

を確保するあるいは原発が裸になって説明をするという場所が十分なのかどうかということ

を議論することは、再開前にどうしても必要なのだろうと思うのです。そういうことが現実

的に今の東京電力の再開日程に合わないような形で議論されているのは、おかしいと思うの

です。そういう意味で、いつだかはわかりませんが、速やかにそういう場をつくる、そして

それがもしかすれば発会式であり、１回目の会議ぐらいはそういう議論をする場になるので

はないかなというような感じがします。やらなければならないことは、いろいろな問題があ

るということはわかりますが、そうはいっても現実のスケジュールに合う形でこの会が機能

しなければ、何をやっているのだという批判が出てくるのだろうと思うのです。そういう意

味で、いろいろな立場の人がいるということも含めて、８月末に問題が起きて、いろいろな

ことがあって、今日まで来て、そしてまもなく再開したいというようなことがいろいろなと

ころから漏れてくる中で、現実に対応できるような機能をここが持たないでどうなるのだと

いう思いがあります。 

◎原発問題を考える刈羽西山住民の会（中沢） 

 刈羽西山住民の会の中沢と申しますが、私は先日の国の説明会のときにも質問したのです

けれども、今回のトラブル隠しを受けまして、東京電力の自主点検作業の総点検結果の報告
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というのが報道されているのですけれども、その内容なのですが、新聞公告の報道、東京電

力の公告内容と、それから新聞の記事の内容がちょっと食い違っているというようなことが

ありまして、ちょっと私それについて質問したのですが、東京電力さんの方ではこういった

トラブル、結果の報告について非常に隠しているというような印象を私は受けているのです。

というのは、この文章の中で、非常に法令違反はなかったということなのですが、行政当局

へ情報提供を行うことが望ましかったと考えられるものもありませんでしたという、これが

新聞の公告なのですが、実際には国に報告すべきだった事象が１１件もあり、そのうち刈羽

柏崎原発は３件あったと。そのほか記録漏れとか、記載ミスとか、そういうのが７３件もあ

ったというようなことなのですが、こういう東京電力さんの公告にはそういったものが一切

載せられていないわけです。非常に隠しているというような、今でも何かごまかされている

というか、そういった印象を私は受けるのですが、住民に対して情報を正確に伝えるという

か、そういうものが少しおかしい状況にあるのではないかなということで、私たちもどれが

真実なのかというのがよく私たちが迷わされるというか、それが大変問題なのではないかな

と思います。やはり私たち監視するというか、この地域の会の原発を監視するというような

目的を持っているわけですが、こういったことが非常にあいまいな状況になっている中で、

非常に監視したりできるかなというようなことで、まずここら辺の問題から、私も勉強不足

で申しわけないのですが、今いろいろ法律が改正されていると思うのです。原子力関係法法

令の改正ということで、電気事業法とか原子炉等規制法の法律が一部改正されたということ

なのですが、これらの事象についてどこまでが法的に国に報告すべきものなのか、どこまで

が国に報告しないでいいのか、そこらのことが非常に私は詳しいことが勉強不足でわからな

いので、ぜひここら辺の細かいことについて、そこら辺を勉強するということで、これから

のテーマについて、そこら辺をテーマとして持っていただきたいなというふうに思います。 

 以上です。 

◎市民生活部長（品田） 

 いかがでしょうか。どうぞ。 

◎西山町（加藤） 

 きょうは発言をしないでおこうと思いましたけれども、ものがしゃべれるほど当事者意識

というか、知識もありませんし、多分ずっと考えてきた方にすれば当然のことも知らないと。

先ほどそういうことについて教えを１、２回受けながら議論ができるだけのものを得てから

しゃべると。今、聞いていますと、こういう会、別にそういうことをしなくて、何回かやっ

ていただければ、出席しているうちに自分も当事者としての認識も持ちますし、責任も果た

せるかなと、今考えているのですけれども、大変申しわけないのですけれども、出てからの

考え方ですので、全然自分は当事者意識が余りなかったと。知っていながら、いながらわか

らなかったと。でも私は多分、かなりの人がこういう感覚ではないかなと思っていますので、

一生懸命になっている方には申しわけありませんけれども、こういう会がもう１、２回あれ

ば自分の中で問題意識は出てきますし、それに対してのベースも上がってくると思うので、

自分の無知蒙昧を払ってもらうチャンスかなと思って、今聞いていましたけれども、そんな

思いで聞いている方もいらっしゃるのではないかなという発言です。 

◎市民生活部長（品田） 

 せめて１回ぐらいは発言してお帰りいただきたいと思いますけれども。 
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◎刈羽村商工会（丸山） 

 今、加藤さんが言われたとおり、私も正直言ってレベルが全く下で、今話している自体、

有無を言えるような段階ではないという部分で、まずレベルまで上げることが大変かなとい

う部分が自分の一番の悩みのところでございますので、まず自分なりにその辺で勉強する部

分が一番大事なことだと考えております。 

◎市民生活部長（品田）  

 田辺さんどうぞ。 

◎柏崎ニューエネルギーリサーチ（田辺） 

 私は準備委員会からなのですけども、今先ほどの本間先生の話から、別の発言された方の

話を聞きますと、もう１回少し温度差といいますか、それがあるのではないかなと思います

ので、もう少しまた最初に戻るような感じなのですけれども、少しやらないとだめかなとい

うふうな感じがしますけれども、いかがでしょうか。 

◎市民生活部長（品田） 

 女性群、どうですか。 

◎かしわざき男女共同参画プラン推進市民の会（新野） 

 私も後発の準備会に出ていないメンバーですので、皆さんのお顔を半分ぐらい存じ上げて

いるのかなという程度なので、気心が知れなければしゃべれないのではしようがないのでし

ょうけれど、もうちょっとフットワークを軽くしていただけるとありがたいなと思いますの

で、加藤さんの意見にちょっと賛成なのですが。 

 それとこの会がただおしゃべりの会ではなくて、はっきり目的があるわけですので、本間

さんがおっしゃったように基本に沿って１、２回フットワークの中に基本的なものを入れて

いただくと、背骨が少しできてくるのではないかと思うのですが、いろいろな考えやいろい

ろな状況に皆さんおありなのでしょうけど、どこか共通の部分が少し出てこないと、どうい

う発言というか、どこまで発言すべきなのかなというふうに、一々引っかかってしまうので

よろしくお願いしたいなと思います。 

◎市民生活部長（品田）  

 浅賀さんどうですか。 

◎プルサーマルを考える柏崎刈羽市民ネットワーク（浅賀） 

 やはり最初に返って、透明性を確保する地域の会という原点に返りまして、テーマを決め

ていったらいいかなとは思いますが、本当にメンバーお１人ずつの、私もまだそれこそ仕事

を持っていまして、一つはとにかく発電所が隠していたということ、それを国がまたさらに

というような問題を、私たち住民はどうなるのだろう、ここに隣接に暮らしている一人一人

はどうなるのだろいうことで不安を持っているわけですから、やはり皆さんメンバーそれぞ

れお考えもあるでしょうけれども、原点に返って、私もきょうが初めてですので、ぜひその

辺から始めていただければありがたいとは思います。 

◎連合柏崎地協（渡辺五四六） 

 私もこの出発がいろいろな情報を明らかにして、その中で多くの皆さんの原発に対する安

心というのを求めていくというところにあったというふうに思いますので、そういうところ

で言えば、次回のテーマということになれば、この地域の会が生まれる原点はトラブル隠し

にあったというふうにも言えると思いますので、そのあたりをもう少し総体的にこの中で話
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を出していっていただくというのも一つの、その中でまた自分のわからないところというの

ですか、さらに自分として知りたいところが出てくるのではないかというふうには思います。

以上です。 

◎西山町（高橋） 

 今、渡辺さんも言われましたように、業者、要するに東電と地域に住む住民とつながりが

あるわけなのですが、我々は安全性だ、透明性だとか、そういう言葉を今まで使ったのです

が、それよりも我々が安心して生活できるという原子力発電所があそこにあっても、そうい

うことがこの会が求めているものだと思うのです。 

 したがいまして、私は、先ほど佐藤さんが言われましたレベルを下げて勉強会と、そうい

うことを言われましたけれども、私はまず東電から来てもらって、先ほど言われましたよう

になんだあんなことまで知らなかったのかというような質問までぶつけて、そして間々、少

しずつでもレベルアップの足しになればなと思っています。ただ、その説明会があったその

答弁よりも、突っ込んだ答えは出てこないのではないかと思いますけれど、知識の浅い私な

んかにしてみれば、その方がありがたいかなというふうに考えています。 

◎市民生活部長（品田） 

 遠慮しないでどうぞ。 

◎西山町（加藤） 

 責任ある発言ということをうたってありますので、それにつきましては責任を取るという

ことであれば、自分の中に正しい情報と考え方を持たなければ、大人ですから発言はできま

せんので、チャンスをもらわないとずっと発言できないままいくのかなと思っていますので、

非常に自分の不勉強を勘弁してくれというわけではありませんけれども、チャンスをもらい

たいと思っておりますので、ご配慮をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

◎市民生活部長（品田） 

 いかがでしょうか。積極的にマイクを奪ってください。 

◎柏崎エネルギーフォーラム（川口） 

 正直言って、この会に出ている人たちというのはそれぞれレベルが、レベルという言い方

は失礼かもしれないけれど、違ってくるのではないかなと思いますけど、この会の目的とい

うのは一般の市民というか、一般の人たちがわかりやすくすることが一番の目的なのではな

いかなと思うので、まずは基礎的なところから入って、その中で本当に素朴な質問から出て

きた方がかえって、本当に今まで関心がなかった人が、今回こういうことがあってどうなっ

たのだろうという人が見ても、スタートからわかるような感じの会にしていってもいいので

はないかなと思います。 

◎市民生活部長（品田） 

 ありがとうございました。いかがでしょうか。まだご発言をなさっていない方がいらっし

ゃいますけれど、よろしいですか。 

時間も予定した時間では３０分ぐらいなのですけれども、いろいろご意見ありがとうござ

いました。それこそ皆さんのご意見、それぞれ、それぞれが正しいなというふうに思いなが

ら聞かせていただいております。 

大きく言いまして２つか３つぐらいに、今ご発言を聞いていますと、レベルを上げるとい
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いますか、目線をそろえるような研修も含めた、あるいはやりとりをしながら、それからみ

ずから高めていくというテーマといいますか、場から入っていった方がいいのではないかと

いうご意見が一つあります。それからこの会の発足に至ったことの原点に返って、どういう

問題があったのだろうかとか、その後東京電力はそれに対してどういうふうに取り組んでい

るのか、法律改正もあったようだけれども、これはどういうふうになっているのだと。そこ

らを素朴な疑問も含めて東電から説明してもらったり、取り寄せてはどうかというご意見が

あったと思います。もう一つは現実的に、今再開というような話もあるとすれば、そこらに

適切にタイムリーに対応すべきだという議論がされてしかるべきではないかというご意見も

ございました。あるいは提言も含めてやるべきだというご意見もあったようであります。ほ

とんど共通しているのは、私がお聞きしていまして大変僭越ですけども、この会の趣旨はご

理解いただいた発言だなというふうに思っております。どれをとっても次回のテーマとして

は上げるべきものだろうというふうに、いずれもふさわしいものだというふうに思うわけで

あります。 

 それで、今ここで「品田、おまえが決めろ。」ということであれば、私の方で決めさせて

いただきますし、それからこれ全部、一度に今言った３つとか、４つとかのことをできない

と思います。ご一任をいただけるのかどうか、それとも持ち帰ってもいいですし、私の方で

今ここでこうしようというふうに提言をさせていただいてもよろしいのですけれども、私は

どうだと言われれば、今この会が発足をした原点に戻って、どういうところに問題があった

のか、それに対してこの半年間でどういうところが変わって、今どういうふうに東京電力さ

んを初めとして動こうとしているのか、特に東電さんだと思うのですけれど、それがどうな

って今の現状がここに来ているのか、例えば点検の状況とか、そういったのを少し直近の状

況として理解をしていただくというのが次回としてはひとついいのかなと。その前提としま

して、当然現地を見るということも必要な場面も出てくるでしょうし、シュラウドというの

は何なんだというようなことから説明をしていただかなければならない場面もあるかもしれ

ませんけれども、次回はさっき言いましたように、例えば２時間としますと後半の１時間ぐ

らいがそれに当てられるわけです。それで全部説明し尽くされるというふうにはとても思い

ませんけれども、またその次の回を１カ月間をおかなくても少し早めにやるというようなこ

とで、今言ったようなことを中心に、この会の発足に至った問題の所在とか、現在の取り組

みというのを、初歩的な今言ったシラウドとはどういうものかと、どこに問題があったのだ

というようなことも含めて説明をし、意見交換をさせていただくということがとりあえずの

段階としてはいいのではないかなというふうに思っております。そうしていく中で、それぞ

れに皆さん、認識の違いもあるでしょうし、そういっては悪いですが、知識の違いもある中

で、それぞれのお立場の中で突っ込んだ質問をしていただく人があってもいいわけですし、

そういうふうにしてまた次につなげていければいいなと思っているのですが、いかがでござ

いましょうか。 

◎柏崎刈羽原発を考える地域連絡センター（宮崎） 

 賛成です。先ほど私、テーマなんてあせったようなことを言ってしまいましたけれども、

確かに皆さんがどういう認識を持っているか、あるいはどんなところに問題を感じているの

か、とにかくレベルを同じくしてお話し合いを進めない限りは、本当に提言、私は最初から

言っているのですが、この中の提言というのはこの中の１人の会員がこうした方がいいと言
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ってみてもあとの方がだれも賛成しなければ何にも重みのないことになります。ところが１

人の提言であっても、この中の皆さんがみんなそうだと言って一致すれば、本当に全国に通

用する提言になります。そういう意味で、私があせったことを言いましたけれども、ぜひそ

ういう学習会を通じて問題点を把握して、提言を一人一人ができるような状態にしていただ

くのに賛成です。 

◎原発反対刈羽村を守る会（武本） 

 今部長が言った話で、１時間、１時間で２時間みたいな話があったのですが、こういう場

所というのは９時とか１０時になれば終わりですよね。そうすると説明があって、例えば東

京電力の現状を報告、それに対する質問などというと２時間では足りないのではないかとい

う思いがありまして、それから駐車場みたいなことで、例えばこの事務局がある荒浜の広報

センター駐車場はでっかいし、会議する場所もあるし、ああいうところでちょっと終わりの

時間を、そんなに無制限にとは言いませんが、何回もできないのであればいろいろな疑問が

乾くまで、質問に答えてもらうような場はつくれないものでしょうかというのを、検討して

もらいたいと思っています。 

◎市民生活部長（品田） 

 ありがとうございます。ご意見はそのとおりだと思いますので、例えば毎回、毎回は別に

しましても、第１回は日中は皆さん仕事を持っているので来てくれとはなかなか言いにくい

のです。しかもきょう６時半で言ったのですけれども、名前を出して悪いですけれども、渡

辺さんなんか少し遅らせてくれればありがたいというのは多分この前もおっしゃっていまし

たので、７時からになると９時が体力的にも限界かなと、皆さんはお若いからいいですけど、

私はちょっと年寄りなものですからあれですけれども、いずれにしても第１回もそうですし、

テーマによっては場合によっては昼あるいはどうしてもという方は夜ということで２回に分

けると、いろいろなとにかくバリエーションがあると思います。それから場所についてもで

きれば駐車場のあるところにしたいなというふうに思っていますので、そこも含めて少し場

所と時間は工夫をさせていただきますので、承りましたということでご了解いただきたいと

思います。 

 それでは次回のテーマは、会の持ち方も含めまして少し案を練りますので、テーマといい

ますか、話し合いの話題はひとつにはそこらに今回はおければありがたいなというふうに思

っています。そういう中で少しずつ２、３回出るうちに一定の理解が進めばありがたいとい

うふうに思っておりますので、よろしくご協力をお願いをしたいと思います。 

 それでは次回のなのですけれども、申しわけないのですが、これも全く事務局の都合でい

いますと、できれば連休明け、６日の週か１２日の週ぐらいになるでしょうか、そのころに

させていただければありがたい。ここでいろいろ差し迫った問題もあるわけですけども、正

直いいまして連休前というのは日程が取れません。連休明け、５月中旬までというようなこ

とで、大まかな目安とさせていただければありがたいのですが、いかがですか。 

 よろしいでしょうか。また、詳しくは決まりましたらご案内をさせていただきたいという

ふうに思っております。 

 その他ということでレジュメにはありますが、何か皆さんの方からこの際だからというの

があれば。 

 よろしいですか。ちょっと早いですけど、きょうは予備会議ということでございますので、
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メインのテーマはこれで実は終わりでございます。大変僭越でございましたけれども、議長

不行き届きで申しわけありませんでした。 

 それから、会長の人事につきましては皆さんのご意見がそうだということでございますの

で、持ち帰らせていただいて、次回のときにはお返事をさせていただきたいというふうに思

います。 

◎柏崎市防災原子力安全対策課長（酒井）  

 まだ１５分ぐらいございますけれども、きょう始めての会ということでこの辺で終わりに

させていただきたいと思います。 

 先ほどもありましたように、５月６日の週、あるいは１２日の週を中心に日程を調整をさ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。また改めてご案内を差し上げますけれ

ども、きょうは本当にどうもありがとうございました。お疲れさまでございました。 

  

・・・・・・・・・・・・・・・・・２０時１５分閉会・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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